
元気なうた声大空に！
児童福祉週間「こいのぼり掲揚式」 

　４月 26 日（水）、児童福祉週間に先駆けて「こいのぼり掲
揚式」が市役所屋上で行われました。
　こいのぼり掲揚式では、上灘保育園児（16人）、上北条保育
園児（18人）が市長と一緒にこいのぼりを空高く揚げました。
　こいのぼりは参加した園児の元気なうた声にあわせ大空
を気持ちよさそうに泳いでいました。

　平成18年度児童福祉週間の標語
　　「大切だよ　信らいすること　されること」
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　倉吉市では情報通信基盤（テレビ放送の受信環境やインター

ネット網への接続環境など）での住宅密集地と農村部・山間部

などとの地域間格差を是正することを市の重点施策のひとつと

して位置づけ、「倉吉市新世代地域ケーブルテレビ施設整備事

業」を推進してまいりましたが、平成18年３月末に未整備地域

へ延びる通信回線の幹線整備工事が完了し、倉吉市全域のご家

庭でケーブルテレビ網に接続できる環境が整備されました。

　４月30日現在、倉吉市ですでにケーブルテレビに接続されている世帯は50.9％ですが、平成17年度に整備を実

施した地域からは約 93％の加入申し込みがあり、引き込み工事が順次実施されております。

  日本海ケーブルネットワーク㈱は、平成５年８月に開局し、当初はテレビの多チャンネル化や、コミュニティ

チャンネルといった放送事業のみのサービスを行なっていましたが、その後インターネット、ＩＰ電話サービス

が開始されるなど、情報通信基盤としての役割が重視されるようになりました。

　今年10月からは地上デジタル放送の受信も、いち早く可能になるなど今後も当市での地域ネットワーク基盤と

しての役割が期待されています。

サービス ケーブルテレビで提供されるサービス

テレビ放送の再送信
地上波（ＮＨＫ、民放各社）、ＢＳ放送、ＣＳ放送などを障害物の影響を受けない状態で送信

平成23年（地上アナログ放送が終了予定）以降での安定的なテレビ放送の受信環境を提供

地域密着情報の提供 市議会中継・各種イベント情報・防災情報・お店紹介などの地域情報・生活情報を放送

高速インターネット
ブロードバンド（正確な定義はないが、一般的には 256kbps 以上の速度）サービスの提供

ＩＰ電話サービス（高速インターネット網を利用した電話）

※問合せ先：情報政策課（あ22-8150/い23-6127）

ケーブルテレビ網のカバー率が

10 0％になりました全市100％カバー



（3）平成 18.5.15

　

倉
吉
市
で
は
地
産
地
消

推
進
協
議
会
で
策
定
さ
れ

た
、「
地
産
地
消
推
進
く
ら

よ
し
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
地
産
地
消
に
つ
い
て
の
情

報
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
元
食
材
の
旬
、

直
売
所
の
場
所
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

幅
広
く
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

■
地
図
で
特
産
品
の
産
地
、
直
売
所
の
位
置
を
説
明

し
て
い
ま
す
。

　

■
倉
吉
の
主
な
食
材
に
つ
い
て
旬
の
暦（
こ
よ
み
）な

ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

■
現
在
行
わ
れ
て
い
る
、
地
産
地
消
事
業
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

■
そ
の
ほ
か
に
地
元
食
材
の
簡
単
レ
シ
ピ
、
地
元
食

品
加
工
品
、
特
別
栽
培
農
産
物
な
ど
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

各
世
帯
お
よ
び
公
共
施
設
へ
配
布
を
し
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
農
林
課
↓
お
知
ら

せ
コ
ー
ナ
ー
↓
地
産

地
消
情
報
】
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

：

農
林
課

地
産
地
消
係（
あ
２
２

－

８
１
５
７
／
い
２
２

－

８
１
３
６
）

地
産
地
消
推
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

く
ら
よ
し「
郷
土
食
」

　
　
　
　
　
　

作
成

資　金　名 対　象　者 融資（据置）期間
※以内

融資
限度額

利　率 保証料率
※以内

中小企業小口融資

一般
従業員20人以下の小規模中
小企業者 運転：５年（６月）

設備：７年（１年）

1,500万円

1.60％ 0.7％
特別

上記のうち、特別保証制度
の適用対象者

1,250万円

同和地区中小企業特

別融資

一般
従業員20人以下の同和地区
の小規模中小企業者 運転：６年（６月）

設備：７年（１年）

1,500万円
1.60％ 0.6％

特別
上記のうち、特別保証制度
の適用対象者

1,250万円

企業立地促進資金
工業団地などに工場を新増
設し、一定の新規雇用が見
込まれる企業など

設備：10 年（２月）
対象経費
(最高50億円)

保証付 :1.60％
保証無 :1.89％

0.9％

新規参入資金

新規開業
新たに事業を始めようとす
る中小企業者

運転：10 年（２年）
設備：10 年（２年）

5,000万円
1.60％

0.7％新分野進出
新分野への進出を行う中小
企業者など

１億円

経営革新
経営革新計画の認定を受け、
事業実施する中小企業者

１億円 1.37％

経営改善対策特別資金
不況業種などに当てはまり、
金融機関からの借入残高を
有する中小企業者

借換：10 年（１年） ２億円 1.60％ 0.7％

中小企業小口融資等特別

資金

不況業種などに当てはまり、
小口融資などの借入残高を
有する中小企業者

借換：10 年（１年）1,500万円 1.60％
小口 :0.7％
同和 :0.6％

取引安定化対策資金
過去１年以内に倒産した企
業に対し債権を有し、その
回収が困難な者

運転：７年（１年） 5,000万円 1.60％ 0.7％

短期融資
短期資金を必要とする中小
企業者

運転：３年 500万円
保証付 :1.82％
保証無 :2.16％

0.8％

ＮＰＯ等市民まちづくり
団体活動支援融資

まちづくり活動を行うＮＰ
Ｏなどの非営利団体

運転：５年（１年）
設備：５年（１年）

500万円 2.43％
信用保証
なし

倉吉市制度融資のご案内
　制度融資は、市内中小企業者の皆さまを支援するため、低利・長期の
融資を実現する制度です。平成 18 年度は融資メニューの整理統合で、
より分かりやすい制度となりました。

※原則として鳥取県信用保証協会の保証が必要となります（一部融資を除く）。また、融資を受けるには上記のほ
かに条件が必要となる場合があります。

※問合せ先：市商工観光課（あ 22-8129）、倉吉商工会議所（あ 22-2191）、関金町商工会（あ 45-2731）

●鳥取県「チャレンジ応援資金」が創設されました。やる気のある企業を応援します。　

資　金　名 融資(据置)期間 融資限度額 利　率 保証料率

チャレンジ応援資金 運転･設備：10年(2年)以内 １億円 2.20％ 0.7％以内

※問合せ先：鳥取県経済政策課（あ 0857-26-7249）

　産学金官の連携による評価（目利き）を受けた、独自の技術力や斬新なアイデアを有した意欲と能力のある企業
を支援する、担保・保証人に頼らない融資です。
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尾
崎
翠
作
品 

映
画 

「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」ロ
ケ
情
報

　

５
月
15
日
か
ら
20
日
ま
で
、
倉
吉
市
で
尾
崎

翠み
ど
り（

岩
美
町
出
身
の
作
家
）作
品
映
画「
こ
ほ
ろ
ぎ

嬢
」の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

作
品
の
時
代
背
景
は
昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
。

　

古
き
良
き
建
物
や
家
具
な
ど
が
多
く
残
る
倉
吉

市
で
は
、
豊
田
家
住
宅
・
小
川
家
住
宅
・
倉
吉
大
店

会
・
飛
龍
閣
そ
し
て
白
壁
土
蔵
群
周
辺
な
ど
で
、
多

く
の
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

出
演
者
に
は
、
女
優
の
吉
行
和
子
さ
ん
、
片
桐

夕
子
さ
ん
の
ほ
か
、
倉
吉
市
が
国
内
交
流
を
す
す

め
て
い
る
千
葉
県
松
戸
市
出
身
の
石
井
あ
す
香
さ

ん
が
ヒ
ロ
イ
ン
の
町
子
役
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

倉
吉
市
か
ら
は
、
元
打
吹
天
女
の
平
岡
典
子
さ

ん
も
売
店
の
女
性
役
で
出
演
の
予
定
で
す
。

　

ロ
ケ
現
場
で
は
、
尾
崎
翠
研
究
会（
代
表 

渡
辺

法
子
さ
ん
）を
は
じ
め
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

メ
イ
ク
や
着
付
け
、
炊
き
出
し
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
エ
キ
ス
ト
ラ
や
ロ
ケ
地
・
美
術
道
具
な

ど
の
貸
し
出
し
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
映
画
制

作
の
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

市
民
参
画
課

（
あ
２
２

－

８
１
５
９
／
い
２
２

－

８
１
４
４
）

■
合
併
後
の
新
倉
吉
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル･

･
･

【
倉
吉
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
】を
図
る

「
倉
吉
市
ブ
ラ
ン
ド
化
計
画
」が
始
動

い
よ
い
よ
５
月
15
日

か
ら
映
画
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
す
！

市議会
６月定例会
のお知らせ

  平成18年６月第４回倉吉
市議会定例会が、次の日程
で開催されます。

※問合せ先：議会事務局
　　　（あ 22-8145/い 22-8146）

通し日 月日 曜 会議区分 時 間 内　　容

１
６月

２日
金
本会議

午前10時

議案の上程、提案理由
の説明
法人の経営状況の報告

全員協議会
法人の経営状況につい
て質疑

2 ３日 土 休　会

3 ４日 日 〃

4 ５日 月 本会議 午前10時
市政に対する
一般質問

5 ６日 火 〃 〃 〃

6 ７日 水 〃 〃 〃

7 ８日 木 〃 〃
付議議案に対する質疑
～委員会付託

8 ９日 金 委員会

9 10日 土 休　会

10 11日 日 〃

11 12日 月 委員会

12 13日 火 休　会

13 14日 水 本会議 午前10時
委員長報告
～付議議案の討論・採決

　

倉
吉
市
の
特
色
を
魅
力
あ
る
価
値
と
し
て
明

確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
多
く
の
人
か
ら
価

値
を
見
い
だ
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
」、「
自
ら
が

生
き
生
き
と
し
た
元
気
な
ま
ち
」と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
、『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化（
倉
吉
市
ブ
ラ
ン

ド
化
）』
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

合
併
で
関
金
地
域
が
加
わ
り
、
そ
の
新
た
に

加
わ
っ
た
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

市
全
体
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源（
自
然
環
境
、
歴

史
文
化
、
農
産
物
、
温
泉
、
古
い
町
並
み
、
地

域
特
産
物
な
ど
）の
組
み
合
わ
せ
と
取
り
組
み
の

連
携
で
、
倉
吉
市
の
総
合
的
な
魅
力
や
価
値
を

つ
く
り
だ
す
取
り
組
み
を
進
め
、
全
国
に
発
信

し
、
地
域
内
外
の
人
々
か
ら
評
価
・
支
持
さ
れ
、

交
流
が
深
ま
り
、
地
域
が
活
性
化
す
る
よ
う
計

画
を
推
進
し
ま
す
。
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
計
画
で
す
。

【
基
本
方
針
】

① 

魅
力
あ
る
歴
史･

文
化
の
活
用

② 

情
緒
あ
る
白
金
の
湯
の
再
発
見

③ 

健
康
の
食
文
化
の
伝
承
と
創
出

④ 

自
然
を
活
か
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進

⑤ 

大
自
然
の
育
む
農
林
水
産
物
の
育
成
と
活
用

⑥ 

風
情
あ
る
古
い
町
並
み
の
保
存
と
活
用

⑦ 

文
化･

芸
術
な
ど
に
ふ
れ
あ
え
る
ま
ち
を
ア

ピ
ー
ル

⑧ 

自
然
の
宝
庫
、
打
吹
山
の
周
知
と
活
用

【
取
り
組
み
の
進
め
方
】

　

⑥
〜
⑧
の
方
針
に
①
〜
⑤
の
各
方
針
を
組
み

合
わ
せ「
魅
力
あ
る
価
値
を
持
っ
た
倉
吉
市
特
有

の
地
域
資
産
」を
確
立
し
ま
す
。

※
こ
の
計
画
書
を
ご
希
望
の
人
に
は
、
関
金
支
所
交

流
推
進
課
ま
た
は
企
画
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

交
流
推
進
課

（
あ
４
５

－

２
１
１
２
／
い
４
５

－

３
９
６
４
）

倉吉市ブランド化計画の

　キャッチコピー
を募集します！

自主映画「Ｋへの画集」上映会
＋ライブin豊田家住宅

　倉吉市出身の波田野州平さんの

自主制作映画の上映会と、箱崎建
志さんによるライブを開催します。
と　き：５月27日（土）19：30～ 
ところ：西町　豊田家住宅

　　　　　　　（久米郡
ごおり

倉吉驛
え き

）

料　金：５００円（１ドリンク付）
※問合せ先：波田野（あ 090-9501-3070）

訂正とおわび：５月１日号アザレアのまち音
楽祭日程の松原進バリトン・コンサートは
５月28日（日）×　⇒　５月27日（土）○

ヒロイン役
石井あす香さん

　「倉吉市」を全国にアピールして

いくためのキャッチコピー（宣伝

文）を募集します。

　このキャッチコピーは、市内の

地域資源【倉吉市の魅力・価値】を

全国にアピールする際に「倉吉市」

のイメージとして発信していくも

のです。

募集締切 ： ６月１５日（木）

（応募作品はブランド化検討委員

会などの審査検討を経て公表いた

します）

応募方法 ： 郵送、電話、ＦＡＸ、

Ｅメールなど、応募手段は問いま

せん。

　応募作品の返却は不可。応募は

未発表のオリジナル。作品の著作

権は市に帰属いたします。
※応募・問合せ先

交流推進課 地域振興係

〒682-0402 関金町大鳥居193-1

（あ 45-2112 /い 45-3964）  

E-mail：kousui@city.kurayoshi.tottori.jp




